
 

 

 

 

日本のものづくりを世界につなげる。 

世界で通用する SCM の資格を取る！業務知識の整理、キャリアアップに。 
 

 

めざましく進展するビジネスのグローバル化に対応するために、サプライチェーン・マネジメントの重要性

が急速に高まっています。グローバル・サプライチェーン・マネジメントの有効な体制を構築するためには、

企業間ネットワークの構築やハード面の整備だけでなく、多国籍間での円滑なコミュニケーションを実現する

ための国際的な標準共通用語の理解・習得と合わせて、実践のためのグローバル・スタンダードに根ざした知

識体系を取得した、CPIM/CSCP 資格保有者の採用・登用が企業戦略のひとつとなりつつあります。 

公益財団法人日本生産性本部グローバル・マネジメント・センターは、2011 年に、グローバル・サプライ

チェーン・マネジメントの知識体系を構築し、世界的にそれを担う人材育成を展開している APICS(*1) の日

本代表機関となり、現在もプレミアム・チャネル・パートナーとして、国際的なサプライチェーン・マネジメ

ント資格である CSCP(*2)と CPIM(*3)の認定試験を普及しています。 

世界で CSCP 資格は 2万人以上、CPIM 資格は約 12 万人が認定されており、グローバル・サプライチェーン・

マネジメントにおいて必須となる専門知識を保有していることを認定するデファクト・スタンダードです。 

本セミナーでは、APICS の概要や知識体系、両資格（CSCP/CPIM）それぞれの特徴、勉強方法を含む取得まで

の道のりや、取得後のビジネスにおける適用シーンを紹介し、グローバル・サプライチェーン・マネジメント

の競争優位戦略の実態をお伝えします。 
 

(*1) 1957 年に設立され、全世界で 300 近くのチャネルパートナーを持つ 

サプライチェーンマネジメント教育を専門とする世界的な団体。 

(*2) Certified Supply Chain Professional 
(*3) Certified in Production and Inventory Management 

 
2017 年 1 月 17 日（火）18：30 ～ 20：00 定員 20 名 

2017 年 3 月 21 日（火）18：30 ～ 20：00 定員 20 名       ※いずれの内容も同じです。 

会 場： 公益財団法人 日本生産性本部 セミナー室（東京都渋谷区渋谷 3－1－1） 

 
サプライチェーンの仕事に携わっていて、グローバルな資格にご関心のある方。 
（例）CPIM: SCM Function Specialist（S&OP/Production Planing/Purchsing/Inventory Managemet/Logistics, etc） 

CSCP:SCM end-to-end cross functional specialist(SC Strategy/Network & IT Design/SCM Project Management, etc.) 

 

 

高井英造氏（日本生産性本部 APICS 日本代表部顧問、株式会社フレームワークス特別技術顧問、 

JILS ストラテジック SCM コース・コーディネーター） 

水谷禎志氏（CPIM,CSCP 株式会社野村総合研究所 産業 IT イノベーション事業本部 

 上級コンサルタント） 

大塚宏征氏（CSCP OOCL Logistics (Japan) Ltd. 企画開発営業本部長） 

安達紘子氏（CPIM オリンパス株式会社 SCM 本部 SCM 統括部企画管理グループ） 

※上記各氏のうち 3名が、各回ご説明します。 

 

 

【1】 APICS とグローバル人材 

【2】 CPIM 資格保有者が語る実際、取得方法 

【3】 CSCP 資格保有者が語る実際、取得方法 

【4】 日本での活動ご紹介 

グローバル SCM(サプライチェーン・マネジメント)の国際資格 

APICS 紹介セミナー 

プログラム 

 

無料 

日 程 

対 象 

APICS国際資格 

世界でCSCPは 2万人、CPIMは

約 12 万人。国内ではまだ貴重な

専門資格 

講 師 



【5】 質疑応答 

外資系のメーカーなどでは社内での取得を奨励しているのか？ 

実際に試験を受けるにはどうすればよいのか？ 

合格するにはどういう勉強をすればよいのか？ 

どういった内容を学ぶのか？ テキストは何か？ 

海外との業務も多い日本企業だがメリットは何があるのか？・・・・疑問・質問をお寄せください。 

 

 

有益だった：98 % (大変有益だった 47%、それなりに有益だった 51%） 

 

「社内の SCM メンバーの教育に活用したい」 

「自分は体系的な知識がないように感じるので学習していきたい」 

「CSCP を受験する決心がつきました」 

「疑問点を質問する機会が得られてよかったです」 

 

外資系通信、医療、各種製造、日系製造業、日系医療、化学系企業など 
 

 

公益財団法人 日本生産性本部 コンサルティング部 担当：深谷、平井、福田 

〒150-8307 東京都渋谷区渋谷 3－1－1  TEL：03-3409-1130 FAX:03-3797-1810 
 

 

参加料は無料です。必要事項を記入のうえ、下記のウェブ上でお申込みください。各回とも同一内容です。 

1/17  http://seminar.jpc-net.jp/detail/mcd/seminar008747.html 

3/21  http://seminar.jpc-net.jp/detail/mcd/seminar008748.html 
また E-mail(gmc@jpc-net.jp)あるいは FAX: (03-3797-1810)でも受け付けております。お申込み後、セミナ

ー開催日前に E-mail にて受講証をお送りします。お申込み多数の場合は、抽選とさせていただきます。予め

ご了承ください。 FAX:03-3797-1810 

ご希望ご日程：印を一つお付けください  2017 年 1 月 17 日 3 月 22 日 

組織名
フ リ ガ ナ

： 

所属/役職： 氏名
ふりがな

： 

所在地：〒 

ＴＥＬ：     （    ） Ｅ‐mail：                  @ 

業種： 

主な海外拠点地域、都市名： 

このセミナーを何で知りましたか？ 

紹介・ＤＭ・Ｗｅｂサイト・メルマガ・賛助会員案内・その他 

FAX 03-3797-1810 
 

‐個人情報の取り扱いについて‐ 

１．参加申込によりご提供いただいた個人情報は、当本部の個人情報保護方針に基づき安全に管理し、保護の徹底に努めます。なお、当本部個人

情報保護方針の内容については、当本部ホームページ（http://www.jpc-net.jp）をご参照願います。参加されるご本人様におかれましては、内

容をご確認・ご理解のうえ、お申込みいただきますようお願いいたします。 

２．個人情報は、本セミナーの実施に関わる参加者名簿等の作成、当本部が主催・実施する各事業におけるサービスの提供や事業のご案内、およ

び顧客分析・市場調査のために利用させていただきます。 

３．法令に基づく場合等を除き、個人情報を第三者に開示、提供することはありません。 

４．ご本人からの求めにより、開示対象個人情報の利用目的の通知、開示、訂正、追加又は削除、利用の停止、消去及び第三者への提供の停止に

応じます。この件に関しましては、コンサルティング部（電話：03-3409-1130）または、総務部個人情報保護担当窓口（電話：03-3409-1112）ま

でお問い合わせください。 

 

 

お問い合わせ先 

APICS 紹介セミナー 申込み要領 

Apics.org（英文サイト） 

Apics.jp（日本語サイト） 

過去アンケートより 

受講者の声 

参加者の所属企業 

http://seminar.jpc-net.jp/detail/mcd/seminar008747.html
http://seminar.jpc-net.jp/detail/mcd/seminar008748.html
mailto:gmc@jpc-net.jp
http://www.jpc-net.jp/

